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第十八，

様
に
年
が
ら 

て
安
全
な
る 

あ
る

W

か
、稱 

儲
：を
し
よ
ぅ 

は
ソ
ン
な
我

(

ニII

八
六〕

論

訛

.
農業の巡
化
 

年

中

，
.あ

く

せく

ビ
し
て
働
い

V

居

^
ね
ば
な
ら
な 

呑
氣
'の
生
活
を
な
し
、相
場
が
ド
ゥ
だ
の
、流
行
が
ド
 

々
頌
は
：し：き
生

」

活
を
マ
切
謝
絕
し
て
居

.つ
て
、氣
樂 

^

云
ふ
の

は
、無
理
の
注
文
で
あ
る
ど
云
は
ね
ば
な 

儘
も
の
、
勝
手
に
左
右
す
る
こ
ビ
は
出
來
な
い
も

第十號 

い
の
で
あ
る
。
.田 

ゥ
だ
の
、商
賣
駆
引 

に
都
會
の
商
工
ビ 

る
ま
い

。

_
來
經 

の
ど
心
得
ね
ば
な

ら 濟 同 が 舍  

U 的 じ ど に  

い 理 榇 ぅ 居 八  
の 法 の で o

較

差

地

代

V
I

絕

：對

地

代

？

)

—

下
リ

：

篇「

：

;

」

，

.

.

2

)

，
.

M
a
r
x

に
從
ヘ
ば
、地
代
は
最
も
古

S

餘
剩
價
値
形
態
で
あ
つ
て
、»
ホ
的
砠
產
方
法
發
生
以
前 

に
於
て
，は
正
常
な
る
餘
剩
價
猶
形
態
は
地
代
で

"利
潤
は
僅
に
從
た
る
¥
發
的
の
も
の
た
る
に 

過
ぎ
ぬ
地
位
を
占
め
て
ゐ
た

0:
然
る
に
資
本
的
生
產
方
法
が
發
生
し
て
農
業
に
も
侵
入
す
る 

に
：至
ら
て
、此
の
主
德
の
位
置
ぼ
：輝
倒
せ
ら
一
る
'、
に
至
つ
た
。

然
し
乍
ら
、資
本
的
生
產
方
法
の 

卞
に
於
て
地
，
を
決

(

定
す
る
も
：の
は
、前
代
の
利
澗
に
於
け
る
が
如
き
偶
發
の
事
情
で
は
な
く 

て
、そ
は

«-
.に
理
論
的
討
究
の
對
象
た
る
に
堪
ふ
る
も
の
で
あ
る

(Theorien, II 2 

1
5
0. Kapitai 

B
w 

3
2
3
- 3
3

o\)
o

.
さ
て
此
の
理
論
的
討
究
に
於
て
旣
往
の
最
も
卓
越
せ
る
も
の
は
、い
ふ
迄
も
な
く 

R
i
c
a
r
d
o

で
あ
る
か
ら
、

M
a
r
x

自
身
の
地
代
論
も
、勢

a

R
i
c
a
r
d
o

批
評
の
形
に
於
て
溃
述
せ
ら
れ 

’笫
十
八
卷

(
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三八七
 >
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躭
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較
蝥
地
代
と
絕
對
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十
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笵
十
八
卷
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2

3八
'八〕

論

眼

第

十

鱗

S
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ざ
る
♦

得
な
い
。

B
f
c
a
r
d
o

.̂
對

す

る

M
^

c

の
攻
«

は
、姆
爲
'衣

0
H
®i
に
，，歸
着
.す

るCBOrt- 

kiewicz、
3
9
4
〕。

即
ち 

Ricardo 

が

.(

.ニ

.

較
差
地
|代
：の

外

^-
-
絕
_

地
'代
も
：る
^:
看
過
：し
、
 

，

U

S)

較
辇
地
代
の

.ニ
«
、：即

.ち
土
地
：の

®

填
韻

.炙
る
ょ
一
り
生

：
.̂
る
.地
代

)

ち
遂
次
土

.地，に
投
卜 

:

せ
ら
る
、
齋
本
の
生
產
カ
同
じ
か
ら
ざ
る

ょ
P

生
ず
る
地
代
ミ
を

«

別
す
る

乙
ビ

充
分

.
s
wf 

な
ら

•

:(m).：

或
る
任
意
の
制
限

(

土
.地
#

_
物

の

谭

格

騰

貴

病

地

へ

の

耕

作

»
.張
：等

0

下
に
'於
け
る 

地
代
法
則

5?
探
求
す
る
こ
.ど
不
充
分
な

ク

ビ

爲
す

こ
'
 

ビ
が
を
れ
で
あ
る

‘
\

.

餅
し
較
差
地
代
に

S

L
て
は

M
a
r
x
.

が
，大
體

s
c
a
r
d
o

の
所
說
を
容
認
し
て

®

る
こ
ど
は
、
 

「
R
i
c
a
r
d
o

が
次
の
如
ぐ
主
張
し
た
の
は
全

S

t

得
：て
居
る
。『

地
代〔

較

差

地

代

の

義

°

彼
れ
は 

較
差
地
代
以
外
に
は
全
く
地
代
な
る
も
の
は

#
在
せ
ぬ
も
の
ビ
假
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る

〕

は 

常

に

ニ

つ

の

等

：量
，
の
.資
本
及
：び
勞
働
の
使
用
に
依
て
獲
得
せ
ら
る
、
生
產
’物
間
の
差
頟
で

_ 

b 

る
0』

但
し
彼
れ
は
此
場
合
、間
題
ど
な
る
も
の
が
地
代
で
あ
つ
て

^

_
挪フ
%

ー
般
で
な
い

»

ヶ
、
 

『

同
：1::

量
.の
土
地

'に
於

0
-る
1
の
：
1'句
を
附
加
す
べ
き
で

あ

つ
た
。

^——

換
言
す
れ

ば

、敗

1

利
11

.從
、そ
れ

が

定
親
の
も
の
で
、流
通
行
程
上

.に
於
け
る

.偶
然
の
出
來

.一事

.
0
爲
め
に
生
す
る

 

'ので
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V
阪
.々

は

、
常

.
に
一
一
.つ
，
，の
：
P
I量

の
'資

：
本

及
.び

勞

働

.の

生

產

物

間

の

差
®

k

しy

產
出
せ
ら
れ
、而 

*L
て

此

條

剩

利

®

は
ニ
つ
の
同
最
'の
資
本
、.勞

働

が

同

】

.面
猶
の
土
：她

K
投
#

ら
れ
て
.違
つ
ね 

f

e

mを

擧

ぐ

：る
®

合

K

地
.

「

代
に
轉
化
す
る
の
；で

.あ
，
る
.
。

:

:

:

R
i
c
a
r
d
o

は

，又

そ

の

較

：差

地

代

に
 

就
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の

み

論

ず
.-る
0 

K

M

に
.次

の

主

：張

に

於

て

：
も

當

を

梅

て

据

る

.。
緣

も

间

一

の

土

她

智

し
 

1

は

紡

'も
き
.：土

地

に

於

て

獲

得

せ

.ら

る

ベ

き
^

產

物

最

の

異

同

，を*

少

せ

し

む

る

，も
め
は
、̂
 

她
.代

を

低

減

せ

し

む

る

傾 

>
が
あ
り
^

苟
も
此
.異
同
，を
.僧

大

せ

し

如
る

も

の

は

、
皆

反

，對

の

結
 

粜

'^
:生
じ
て
之
を

«
貴
せ
し
む
る
傾

*

5
V

が
あ
る

』

^

«音
£

日
^

:&
タ

I
.0
0
9

}

へ
る
に
徼

!c 

て
_

白
ャ

.

.ぁ

：る
o

從
つ
て
吾
人
の
典
味
が

%

ら
集

#

せ
ら
る
る
の
は
、右
訑

m

'

jの
點
で
あ
る
。

0
1

)

. 

’

尾
ロ
：，：の
鰌

«

她
代
'論
は
、其
の
利
澗
率
难
均
め

®
、即
も
生

&

獪

.格
%

粗

1:
對
す
る
例
外
を
な 

す
：％
.

0で
あ
：る
。

同
じ
工
業
上
に
淤
て

i

、資
本
め

"有
：機

1

成

は

.*
業

0

種
類
如
何
に
由
：て 

倘
一
で
は
な
い
。
或
種
の
エ

.業

':
|
:投
章
ら
れ
允
寶
本
に
於
ャ

;^
呼
^

%

機
餉
齟
成
ょ

り

も
資 

•も
て
变
讷
せ
ら
る
ヽ
可
變
资
本
が
重

.急
，を
：
^

め
.て
®

名

め

：で

あ

，る

。

併
し
乍
ら
»
本
間 
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ご
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第
十
號

」

3 

の
.自
由
競
爭
が
行
は
.れ
る
ど
こ
ろ
で
は
、資
本
は
利
调
率
の
低
い
產
業
か
ら
を

.の
高
い
產
業
に 

流
入
し
て
、生
齑
物
供
■給
量
の
增
減
を
來
た
さ
し
め
る
か
ら
、結
局

.利
润
率
は
平
均
し
て
、ぬ

何

な 

る
有

I機
.的
組
成
の
資

.本
：を

以

，で
生
產
せ
：ら

る

、

生
產
物
も
皆

1:

様
に
、資
本
出
費

(

後
に
,
卩 

0;
所
謂
：費
用
價
格

)

-
牟
：均
，利
澗
ご
の
加
算
ょ
：り
成
る
生
產
價
格
：を
以
そ

.賣
ら
る
、
に
至
る

.
ど
，. 

い
ふ
の
が
彼
れ
の
價
格
論
で
あ
る
。
然
る
に
若
し
農
產
物
も
亦
た
其
生
章
價
格
を
以
て
賣
れ 

:

る

:̂
す
.れ

■ば
、出
費
補
充
ビ
資
本

.

.家：に
對
す

.る
平
均
利
：潤
ビ
の
外
に
、絕
對
地
代
の
生
す
ベ
き
餘 

地
必
な
い
。
絕
對
的
地

^

は
'農
產
物

{
1

般
に
原

：

產
物

)

が
其
生
產
價
格
以
上
に
賣
れ
る
ど
云
ふ 

W
,が
な
け
れ
ば
發
生
す
べ
き
普
が
な
い
の
で
あ
る
。
然
る

.に
苟
も
自
由
競
爭
が
行
は
れ
て
、資 

本

が̂
自
由
，に
高
率
：利
«
:を
：生

1>
-
名
«

業
に
流
入
し
得
る
限

.

o

は
"如
何

V

る：商
品
も
久
し
き
に 

宜
：：つ

"て
，其

生

產

價

格

以

上

に

賣

ら

.れ
#

”べ
.き
道
理
が
な
い
。
其
處
で
絕
對
的
地
代
を
認
.める 

爲
め

‘に
’は
、土
地
の
場
合
に
限
り

•此
の
資
本
の
自
由
流
動
に
對
す
る

®

害

.が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 

S

で
，あ
.
Iる。
此
隙
觀
は
何
で
あ
る
か

6 M
a
r
x

R
從
へ
ば
を
れ
は
土
地
所
有
權
で
あ
る
。
土

® 

所
有
權
の

.力
に
由
つ
て
地
主
は
如

.何
な
る
場
合
に
も
其
土
地
を
無
慎
で
他
人
の
使
用

R
委
す 

る
こ
せ
を
肯
ん
じ
な
い
。

.
從
つ
て
土
地
は
、單
に
を
れ
に
投
發
ら
れ
：た
資
本
に
對
し
て
僅
い
こ

^

均
利
澗
を
潇
ら
す
に

.止
ま
る

.限

^

O

は
、耕
作
せ
ら

る

\

こ
，ビ
を
得

.な
い
。
農
產
物
の
價
格
•か
 

此

Ja
Jb
R
昇
る
嗳
で
は
、地
主
は
土
地
へ
の
資
本
投
下
を
許
さ
ぬ
の
で
あ
る
。
即
ち
此
の
地
.主 

の
地
代
要
求
、從
づ
て

'
生m

:

制
限
：の
爲
め
に

.農
'產
物
は
'其
生
產
價
格
以

:^
に
騰
貴
す
る
こ
ど
に 

な
る
：の
で
あ
る

。
.

M
a
r
x

が
其
絕
對
地

.；代
論
の
落
：想
を
得
た
の
は

"果
し

■て
何
時
頃
の
こ

-

で
あ
つ

/
a
か
ど
い
■ふ
 

に
、彼
れ
が

i

八
六

1IT

年
八
月
，ニ
日
咐
を
以
て

I
I

S

に
與
へ
た
私

”信
に
由
れ
ば
、此
理
論
、が
爾 

語
■其
他
枝
葉
の
點
を

'措
け
ば
茈
時

t
eに
完
成
し
て
ゐ
た
こ
ビ
は
明
か
で

.あ
る
。
此
理
論
は
後 

に
資
本
論
第
三
卷
ー
及
：び

餘

剩

:«
値
學
：說
論
第
：ニ
卷
中
ば
離
說
せ
ら
れ
て
居
る

が
、右
の
私
信
は 

今
に
於
て

も

M
a
r
x

地
.代
說
の
最
好
梗
槪
た
る
こ
ど
を
失
は
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら
、重
複
を
顧 

み
：
f

其
譯
文
を
拙
稿

「

地
.代
論
.に
於
け
る
マ
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ク
ス

 ̂
ロ
ォ
ド
ベ
ル
ト
ス

」

苯
誌
第
十
六
卷
第
十 

ニ 

p
0f
;
.«
か
ら
左
に

®
鋒
す
る
へ
。;Ma

r
x

は
.先
づ
勞
働
搾
取
の
程
度
が
均
一
な
る
場
合
に
、興
な 

.る
諸
產
燊
に
於
け
る
有
：機
的
構
成

「

を
異
：に
す
る
同
額
の
鍺
賢
本
に
對
し
て
、非
常
に
興
な
る
.利 

潤
率
の
成
.立
す

る

こ
も
併
し
乍
ら
競
爭
に
由
る
資
本
流
出
入
の
結

f

し
て
、此
の
利
-潤
率
は〉 

'平
均
し
、諸
商
品
ば
域
：價
値

#

«

:

«用)

に：は
歸
着
し
な
い
で
、資
本
出
費

t
平
均
利
潤
ビ
の
加
等

锁
十
八
卷(

一
三
九
こ
論
餽
較
差
地
代
と
絕
對
地
代
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笫
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霄(

.こ

れ

を

は

後

に

は

生

f
f
i;f
f
l
.格
と
稱
し
、此

.0
私
信
の
傭
代

1:
は
« "
船
價
格
ビ
»
も
て 

_

る
。
生
症
惯

.格
の
語
：を
用
ゐ
る

-^
及
ん
で
は
、费

用

價

漱

の

語

は

，生
產
.價

格

か

ら

平

均

利

潤 

を
农

條

1

る

-i
>

の
に
充
て
ら
れ
た
棍
词
の
惧
れ
が
多
か
か

6

®

®
を

»

す
る

)

に
«
着
せ
ん 

ど
{
.
W
.
し
て
此
の
费
用

«

格(

即
ち

.隹
年
：Q

®

0 
0

錄
0

格
^

;̂
も

!«
資
本
の
有
機

P

_
成 

如
何
に
ぬ
つ
て
、或

は
，

其
價
猶
以
上
、或
鴆
其
以
下
、或
は
こ
れ
ビ

一

致
す
る
％

.0
な
る
こ
ご
を
說 

rw
し

'^
後
、左
の
如
く
述
べ
た

.
'0
で
あ
る

。

'

日
く
”：

R
I

O

は
偕
値
^
费
朔
猶
格
ヒ
ー
を
德
伺
し
て
居
名
。
だ
か
ら
彼
れ
は

^

し
絕
對
袖
地 

代
爾
ち
土
地
仍
鹏
瘠

.

0
差
か
ら
獨
立
し
て
存
在
す
る
地
代

)

な

4
も
の
が
存
在
す
机
ば

^

產
物 

5*

、他
の
も
の
は

^

用
價
格

(

沖
汪

»

钟
十

^

®

連
聽
以
上
で
賣
も
れ
る
か

&

、常
に
其
憤
盤
以

J h 

で
寶
ら
れ
る
喾
だ
さ
信
じ
た
の
で
あ
る

0

己
れ
は
龈
本
蚀
则
女

®

へ

す

で

あ

る

。
其
處 

で
彼
れ
は
絕
對
的
地
代
を
否
認
し
て
ゼ
ド
較
差
地
代
の
み
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。

「

併
し
破
れ
の
商
品
價
値
ど
商
品

f

 

,用
價

'狢
ミ

:0
辆

}
視
，似、极
本
的
に
镖
っ
て
ゐ
る
も
の
で
、
 

叉
れ
は

A
d;f
u
m 

s-g
.
t
hか
ら
傅
統
的
に

-®
承
‘せ
も
れ
た
の
で
あ
る
。

:
「

事
實
.は
か
う
だ
。
農

_

資

本

以

外

の

：
一
凡
て
!0
:資
本
の
平
均
組
成
は
、

n
s
o
, 

V
2
0
C

不
變
資
本
，

V

可
變
資
本

〕

だ
ど
假
定
し
て
見
給
へ
。

.す
名
亡
生

.產
物
は

(

餘
剩
儐
値

#

は
五
十
ブ
ロ
ッ
エ
ン 

ト
ビ
し

て
1

十
で
、利
潤
率
は
十
ブ
ロ
ッ
エ
ン
ト
で
あ
る
。

运
に
農
業
資
本

0
牢

；均

組

成

は

€
6
0
, 

V
4
0

 

s
-'
e

宛
し
給
へ

(

此
數
字
：は
英
吉
利
で
は
窳
計

± 

略
ぼ
珥
し
い
。

#

:«
_
代
■
.
*他

は
、自
分
：自
身
に
由

.っ
て
定
ま
る
も
の
で
は
な
く
て
、穀
物
地
代 

.に
山
つ
て
定
ま
る
も
の
だ
か
ら
、此
糊
題
を
論
す
る
場
合
に
は
、何
ぅ
で
も
好
い
の
で
あ
る

0

す 

る
ど
注
產
物
は
、勞

«

の
搾
取
が
上
に
同
じ
だ
ビ
す
れ
ば
、

W

ニ
十
で
、利

®

率

は

二

十

ブV

ッ

H 

ン
ト
で
あ
る

o

從
っ
て
小
作
農
業
家
が
農
產
物
を
淇
價
锨
で
寶
れ
ば
、彼
れ
は
を
れ
を
西
十

(

費 

用
谓
格

)

で
は
资
ら
な
い
で

Fi
ニ
十
で
賣
る
。
然
る
に
土
地
所
有

〔

地
主

〕

は
、小
作
農
業
家
が
俳
の 

伺
恻
資
本
家
同
榇
に
、生
產
物
の

©'
値
を
费
用
價
格
に

適

合

せ
I

め
る
こ
ど
を
妨
げ
る
。
資
本 

の
競
箏
は
此

W

を
强
ふ
る
乙
ど
が
出
來
な

:.
.！/
の
.で
あ

^
。
她
生
が
其
调
に
介
入
し
て
、價

«

^
 

®

ff
l

偾
格

' ゼ
の

_
.頟
を

.
®漉
す
る
の
で
あ
る
。
胃
變
資
本
に
對
す
る
布
變
資
本
の
割
合
の
低 

一
;^こ
：：

ビ
：
は
、

一

般

に

特

定

生

寧

部®

P
 

發
達
の
程
度
の
低
い

(

若
し
く
は 

比
敕

.的
低
い

)

こ
ど
を
示
，す
も
の
で
あ
る

o

そ
れ
故
農
業
資
本

'0
、平
均

«

成
が
例
へ
ば

C
6
PV

4
0

 

で
あ
る
.の

に
、
一
方
農
業
以
外
の
資
本
の
そ
れ
炫

C

GO
PV

2
0

だ
^
^
れ

诚
、
そ

れ

は

凝業
が
未

 ̂

筘
屮
八
卷

(

一三さ

5

論

說

-
寧
鐘
で
.絕對地玳

 

第
十
號
ニ
茁



第十

s
 

C
1
H
九四)

.驗

.
說

：

較蓮代と絕對地代

 

二
- 

X
業
ビ
同
じ
徽
達
の
，程

;1
に
達
し
て
居
ら

g

こ
ビ

t

證
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
#
は
皆 

別

€
じ
て
も
、エ
業
の
前
提
：は

比

較

的

^
!い
機
械
學
で
、農
業
の
前
提
は
化
學
、地
質
學
及
び
生
理 

學
な
：る

.極
め
て
新
し
い
諸
科

’學
で
あ
る
か
ら
、こ
れ
は
極
く
分
か

り

易
い
事
で
あ
る
。

)

農
業
上 

に
於
サ
る
割
合
が

c
s
o
「
V
2
0

に
な
れ
ば
、

(

上
記
の
假
定
の
下
に

)

絕
對
的
地
代
は
消
滅
し
て
，殘
る 

の
は
た
士
較
差
地
代
の
み
ヒ
な
る

;0
併
し
此
の
較
差
地
代
も
亦
、僕
は
、

S

C

Iの
農
業
生
產
カ 

が

絕

え

ず

減

退

す

る

ど

.云

ふ

假

定

の

最

も

：笑
ふ
ベ
く
、且
つ
勝
手
氣
儘
の
も
の
な
る
こ
ど

が
分

め
ら
：、

.あ
る
。

::
中

赂

：

ぅ
^

み
入
つ
て
居
る
か
ら
、大
體
の
ど
己
ろ
^
が

-
-
-
--s

c
a

r
d

o

の

の：冷
機
的

#
成
を

lr
慮
す
る
こ

ビ

に
依
つ
て
幾
多
在
來
の
外

« 

す
る

i

ど
丈
け
は
、君
も
認
め
る
だ
ら
ぅ
。
中
略 

C
ょ
る

V」
、

土

地

所

有

は

ま

こ

ビ

に

こ

定

の

M

史
的
事
情
の
下
に 

貴
せ
し
め
る

£

ビ

が
分
る
だ
ら
う
。

こ
れ
は
共
產
主
義
的
に
非

か
る
''や
ぅ
に
之
を
發
展
せ
し 

.

-1
こ

れ

が

_

間
題
が
可
な 

學

說

の

批

評

で

あ

る

。
；
資
本 

"的

矛

盾

及

び

諸

間

題

が

消

滅 

::
■「

僕
：の「

絕
對
的
：地
代」Q

叙
述 

於

て

は

涼

產

物

の

惯

格

を

K 

常

に

役

に

立

つ

事

.で
あ
る
。

.

:
『

上

記

の

說

が

1£
し
い
事
：を

承

認
し

て

ち

絕

對

的

.地

代

i)>

ゆ

る

事

情
の

下

に

於

肴

る

種
.類
の
土
地
，に
依
て
支
拂
は
れ
る
ビ
云
ふ
祺
は
全
然
必
嬰
で
な
ぃ
。
土
地
所
有
•か

-

-
事
赏

上
又
は
法
律
上

-

—

，存
在
せ
ぬ
場
合
に
は
，絕
對
的
地
代
は
支
挪
は
れ
な

S

の
で
あ
る
。
此
揚 

合
に
：は
，員

業

は

資

本

.の
投
下
に
；對

し

て

Ml
等
特
別
の
抵
抗
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
其
場
合

_ 

に
は
、資
本
は
錄
寒
に
於
て
も
疋
に
他
に
於
け
る

S
同
樣
、平
氣
で
移
動
す
る
で
あ
ら
ぅ
0
其
場 

合
農
：產
物
は
、常
に

_

多
の
エ
：

.業
生
產
物

^
然
：る
：が
如

i

價
値
以
下
の
殺
用
價
格
で
賣
ら
れ 

る
の
、で
ぁ
る
。
資
本

^

^
地
.主
$

が
同
一
人
な
る
場
合
等
に
於
て
も
、亦
土
地
所
有
は
、事
實
上 

’

减
し
得
る
も
の

■で
あ
る
。

r

然
し
此
處
で
此
等
の

»
自

R

立
.入
る
の
は
無
用
で
あ
る
。

『

た
を
の
較
差
地
代
一
そ
れ
は
資
本
：が
他

-0
用
途
で
な
く
て
、#
に
土
地
に
投
下
せ
ら
れ
る 

こ
せ
か
ら
生
す
る
の
で
は
な
い
ど
こ
ろ
の

n

に
は

.理
論
上
何
等
の
困
難
は
な
い
。
を
れ
は
，
 

ど
の
エ
業
生
產

'部

®
亡
於
て
も
平
均
條
件
ょ

A

も

良
好
な
る
條
件
の
下
に
運
轉
す
る
ど
の
資 

本
に
取
つ
て
も
存
在
す
る
餘
剩
利
澗
に
外
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
た
父
を
れ
が
農
業
に
足
着 

し
て
ゐ
る
の
は
、を
れ
.が
種
類
異
な
る
土
地
の
天
然
豐
度
の
異
同

f
云
ふ
や
ぅ
な
、堅
實
で

(

比
較 

的)

固
定
的
な

«

礎
に

^

づ
い
て
ゐ
る
か
ら

.で
あ
る
。

」
w

p.Gfwechsel 

z
w
i
s
d
l
s
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)

偷
說
較
差

I

I

I
攸 

難

姦

ニ

' 

日. ‘a

 

8
9笈 

■ ノ

,

ー见。に
數
日
の
後
彼
か
此
論
を
補
ふ
爲
め

«
び

E

fS

に
輿
へ
お
書
前
中
に
は

®

の
一
節
.が

;
『

僕
が

■

論
的
に

.瞪
明
を
要
す
る

た
,，

1
>

の
事
は
、顧

値

法

沏

を

傷

べ

る

.こ
声
な
く
し
て
超 

谶

的

址

代

が

可

能

で

ぁ

る

ビS

ふ

こ

ヒ

是

れ

セ

あ

る

。

こ

れ

が

、！％
吾
|

订
拟
來
今
日
に
.至
る 

迄

の

■

論

的

中

心

，爭

點

で

ぁ

る

。
S

I

虹

此

：可

，能

性

をS

し
、f

‘そ
れ
を
^
張
す
る
の 

た
.

僕
は
同
時
に
、彼
れ
の
否
認
は
へA

d
a
m

ハSm
i
t
h

以

來

傅

來

の

理

瑜

的

に

謬

つ

た

ド

グ

マ

I

 

邯

ち

商

品

;0
费
用
；價
格
ビ
價
：値

ビ

0
同
一
視
に
基
づ
ぐ
、

の

な

る

こ

ビ

を

主

張

す

る

。

E

.: 

.又

傑

は

f

 do

が
此
_

題

を

例

解

的

に

說

明

す

る

，場

合

に

は

、

«

れ
は
常
に
寶
本
的
生
產

が
行 

淋
れ
ぬ
か
威
は

(

事

®

上
法
钳
上

)

土

地

所

有

の

存

在

せ

ぬ

.狀

態

を

前

提

ビ

し

て

居

る

こ

す

を

生 

:；

張
す
.る
。

ど

こ

ろ

が

此

等

の

條

件

が

存

在

す

る
場
合
の
法
則
を
救
求
す
る
、

」

^

窗

に

f

 

.に

取

.

0
.

て

の

肝
®
例

題

な

.の
で
ぁ
る」

。
9
.
P
. o
.

oo
a

.

 
:

へ
：
.

:

 

:

:

へ：
"

—

'

.
;:.
-. 

.

,

1

.

1

の
地
代
論
は
此
時
庇
に
公
に
せ
ら
れ
て
ゐ
た

¥

 

I

I

は
一
八
四

」

？

<

K
i
r
e
f
l
m
s
n

宛
第
二

'
第
ニ

.第
三

.公
開
狀
は

^
八
s

〇
I

五
一

.

年
の
刊
行
な
る
を
以
て

)

。M
a
r
x

が 

艰
し
で

'其
落
想
を

.Ro
d
b
e
r
t
u
s

に
得

‘た
も
の
で
ぁ
る
：か
否
か
は
，今
に
：し
て
斷
言
す
る
こ

.̂
は
出 

.來
：ぬ
。

K

r

r此1.1

.奢
は
，各

®

立
し
て
其
價
値

it
餘
剩
谓
傭
論
を
立

.：て
た

S

M
す
ベ
き

も

0

な 

る
.以
上
、殆
ど

「

其

0
必
.：然

0
-晴
結
ビ
晃
る
べ
ぎ
絕
曝
地
：代
論

も

亦
た

#

々
單

«

に
推
究
し
#
ら 

る：ベ

.

で
ぁ
令
か

.

.ら、
m

G
説
.の
近
似

€

«
發
泰
年

_
_の
先
後
？
の
み
に
由
つ
て
、̂
響
の
有 

無

:^
©*
^

る
の
は

.恐
ら
く
早
針

.に，失
す
る
で

4 >
,

. &

ぅv

併
し
兎
に

^

此
の
兩
家
の
說

”が
重

3? 

a

®
を
共
通
，に

す

る

こ

士

は

#
；ふ
こ「

ご

が「

W

球

^
。R

o
d
$
i
,

 m
r
x

俱

に

純

勞

慟

11
傅
法
則 

に
據
つ
て
.糨

對

地

代

を

：：

S

釋
，し
、而

し

t

こ
れ
仏
爲
す
に
當
つ
て
‘、農
業
：資
本
の
有
機
' 的
組
.成
が 

H
〕

業

資

本

ょ

り

v

€
い
：ビ
い
ふ
斷
定
-於

前

提

i:
:
:t;
る

.̂
ビ

が

そ

れ

で

4

る
9
。
&
|(>
.氧
。
2
- 

4
5

)

。
 

.但
し

1泛
3
は
前
述

0
如
く
、此
の

‘資
.本
組
成

'の
藥
同
を
農
，乘
の
本

«

上
然
；る

も

の

ビ
は
せ
■ず
し 

て
、た

^

ー
 

佩
の
塍
圯
的
_
實
に

過

ぎ

ぬ
.
も

の

ぐ

解

し

て
：ゐ
る
、

に
從
へ
ば
'、資

本

有

機

的 

.顧

.成
：の
高
低
は
按
街
發
_

0.
:
M度

に

*

て
定
'嗓

fc
か
ら
應
業
上
'に
於
げ
.を
挟
術
の
.纖

步

が
X 

業

上

の

を

れ

に

四

飾
し
、若

し

<
,は
志
を
凌
縣
す
る
に
も
至
れ
ば
、當
然
農
寒
資

本

の
.組

成

は
X

 

_
資
本
の
平
均
組
成

e
同
等
或
は
其
以
上
に
も
上

6

得
べ
く
、從
.
つ

て

絕

對

地

代
も

亦
消
.減
す 

翁
十
八
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一
H
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三九
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踰

丨

說

.較
备
地
代
と
鉻
對
地
代 

第

十

號

H

O

へ
き
r

T
あ
■っ

て

.
M
a
r
x

は
明
：に
，.其
可

’能
性
を
認
め
て

®
る

Hheorfen..

«

2
5
9
,

«

一̂

> 

3
7 

K
a
p
i
t
a
l

W
V 29

3
)

'°
即
ち
彼
れ
は
た

」

乂
現
前
の
事
實

€
し
て
、農
業
資
本
の
有
機
的
組
成
の
比
較 

.的
低
位
に
在
る
こ
ど
を
識
認
す
る
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、

®

祀「

原
料

1

身
の
不

ft 

に
依
っ
て

演

釋
，的
必
然
的
に
農
業
資
本
の
組
成
低

& M

ど
を
瞪
明
し
ょ
ぅ
ど
す
る

Rodbertus 

は「

背
理

/

空
想
的

j

の
批
評
を
.招

か
ざ
る

を

得

な

K

謂
へ
ら
く
、若

し

獅

逸

の

農

民

が

種

子

飼

料 

，等

を

原

料v

し
て
計
上
せ
ぬ
ビ
す
れ
ば

*そ
れ
は
軍
に
彼
れ
の
誤
箅
を
犯
し
て
居
る
に
過
ぎ
ぬ
。
 

.又

.農
業
が
進
步
す
る

‘に
.從
っ
，て
、他

の

產

業

の

生

產

物

の

購

入

せ

ら

れ

て

生

產

要

具

ビ

し

て

用 

ゐ
ら
れ
る

X

が
：漸
.く
多
い

.。
，:假
令
其
供
給
を
自
己
生
產
に
俟
っ
ど
し
て
も
，農
業
家
が
其
遣 

產
物
の
賣
却
に
声
て
生
計
を
立

.て
る

.以

.上
，は
、此

自

已

生

產

は

之

を

支

出

ど

し

て

計

算

す

ベ

& 

も
の
で
あ
る
。
加
；之
種
穀
に
至
っ
て
は
、農
民

w
雖
も
、其
の
賣
却
す
る
小
麥

一

ク
オ
タ
ァ
を
取 

入

'
し
て
訐
算
ず

：

る
以
上
は
、其
の
地
に
：投
ず
る
小
麥
一
ク
オ
タ
ァ
を
支
出
ビ
計
算
せ
ぬ
こ

ビ 

を
興
様

k

感
ず
る
で
あ
ら
ぅ
。
更
に
蓝
麻
、生
糸
の
生
產
が
全
く
先
行
生
齑
の
生
產
物
な

C
し 

て
開
始
せ
ら
れ
得
べ
し

f

い
ふ
に
至
っ
て
は

.

.純
然
た
る
沒

&!
で
あ
る
ど

o 

(
H
h
e
o
r
i
e
n

户

2
0
9
, 

‘100
0
, 
2
100
3

0
こ

れ

が

M
a
r
x

の

批

評

の

35
領
で
あ
る
。

:
.併
し
撕
ぅ
云
ふ
：

差

：，別
は
あ
つ
て
も
，

.Rodbertus, 

M
a
r
x

俱
に
結
局
農
業
資
本
の
有
機
的
組
成 

が
：工
業
資
本
の
：有
—

的
組
成
ょ
り
も
低
位
に
狂
る
こ
ビ
を
認
め
る
職
に
到
つ
て
は
、則
ち
一
で 

あ
る
。

今
此
：承
認
"を
#

:

#に
し
て
、さ
て

物
々
皆
な
其
價

I

勞
働
費
用

}に

靡

じ

て

相

交

換

せ

'ら 

る
、

1

の

-
す̂
れ
ば
、原
生
產
が
絕
對
地
代
，

^
な
る
ベ
き
餘
剩
利

_

を
生
ず
る
こ

€ 

Rodbertus 

fi
r
r言
の
如
く
な
る
べ
き
は
、目
白
で
ぁ
る

.0
併
し
此
事
令
容
認
す
れ
ば
、啻
に
土
地
の
み
に
止
ま 

ら
ず
、最
後
の
完

®

b

gの
m 
0
,
に
當
る
も
の

.v
^
、一
切
の
產
業
は
皆
な
多
少
の
程
度
に
於
て
地 

代
を
生
へ
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
酣
し
て
此
箏
實
は
、

^

澗
平
均

^
相
容
れ
ぬ

^

脒
述
の
通
り

、
？
> 

れ

.が

.Ro
d
b
e
r
t
u
s
.

批
，評
者
諸
家
が
彼
說
の
不
合
理
を
鳴
ら
し
て
已
ま
ぬ
所
以
で
あ
る
が
、

I

X
 

も
亦
た
此
點
に
着
目
し
、之
を
指
摘
し
て
居
る
。
た

e
他
の
批
評
者
は
之
を
指
摘
す
る
こ
ビ

R- 

曲
て
、絕
對
地
代
否
鞸
の
結
論
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
が
、

M
a
r
x

は
被
等

W

同
じ
く
此
矛

®
を 

指
摘
し
乍
ら
、別
に
絕
對
地
代
說
を
活
か
す
べ
き
方
法
を

_

じ
て
肩
る
の
で
あ
る
。

M
a
r
x

の

Rodbertus,

評
.に
謂

は
く
，「R

o
d
b
e
r
t
u
s

は
陕

に
利
潤
率
を
假
定

し

て
居
る
か
ら
、商
品 

♦か
其
價
値
に
比
例
し

•て
賣
れ
る
ビ

S

ふ
前
提
は
謬
つ
て
居
る
。

一

方
の
前
提
は
他
方
の
前
提 

;

を
拒
否
す
る
。
；

I:

般
的
利
润

.率
が
存
在
し
得
ん
が
爲
め

R
は
、諸
商
品
の
價
値
は
脒
に
生
產

«

.

笫
十
八
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9

論

說

i

顔
翁
絕

.
■他 

紙
暴
一
ラ
ー 

格

に
5

し
て
ゐ
を
か
、虞
ば

-此
鉍
形
の
不
斷
の
璐
程
中
に

t

机

Wな
ら
^

重
產
方
赃 

K

於
て
、支

出

■»
本「

に
#

す
る
餘
剩
價
値
の

_

係
に

*■
-
て
形
成

.せ
ら
る
，

V
餘

乘

#

凋
率

は

-、
出沙 

1

般
利
潤
率
に
平
均
す

.な

:0
紙

し

氣

そ

、
£ 

!« >
■ 

n

 

か

ザ

(
J

紀

、が
ぎ
：、に 

問

題

で

♦

る
？

然
；る
に
:;
:

^

比

一

度
も
此
間
職
を

B
し
く
提
起
し
て
居
ら
ぬ
。
そ
吖
太 

彼
れ
が
第
：

I

に

-
般
：利

_

率

.が
孩

a:
す
る

!

を
.前
提
し
、第

 

一
--
*
に
特
殊

»
.
_率
、從
つ
，

t:
:其
等
差 

0 

J

娘
ら
れ

♦

M
ち
諧
商
品
は
邦
價
値
に
於
て
相

a

资
換
せ
ら
る
こ
と
を
前
提
す
る
が
爲 

め
で
あ
る

(
T
h
e
o
H
e
n

 

I
I
r
2
2
0
,

免

點

P

も
の

)

。
又
日

/'
、
フ
：
.厮
產
.

§

®-
値
が

『

費
用
勞
働 

m

下
に』

下
る
の
は
、畢

竟
生
產
價
格
の
法
：M

に
從
：ふ
に
外
な

‘

g

も
の
で
あ
る
。

'
m

て
說
明
す 

べ
き
は

#

故

K

此
事
が『

例
外
的
に』

農
槳
，に
於
て
は
ぺ
i

分
行
は
れ
，ざ
る
か
、，

し

て

伊

紀

い

%
 

處
で
故

^

剩
修
値

^

額
か
或
は
少
ぐ
も
ル
の

1

難
訊
門
に
於

：
 ̂

41>
!>
>
い
知
い

！
'

獻

ぃ

 

♦

_

彥
ー

4

 i

 i

 
參

 i

 i

 
震

4

 4
#

』
i

 

わ

ぃ

T >
、如

0 >
# >
_

生
產
立

” 

P
の
生

0

物
傷
格

.中

(:
:
殘

3

る

，
か
で
あ
る
。
版

.處
に
人
は

^
oo.
er
s
泛
が
普
瓜
利
母 

率
^
び
生
產
德
格
の
何
た
を
か
を
知
ら
ぬ
こ
ビ
を
認
め
る
の
で
あ
る

」

ど

(
H
r
o
r
i
e
n

K
i 

E

V鬼

(

四) 

：
 

•

,
 

g
ぢx

は
此
の

「

：止
に

fi
l
l題」

ビ
す
る
所
に
答
ふ
る

.

.に
、
.m
.業
に
.對

す

る
資
本
流
入
を
阻
止
す
る
土 

「

地
.所
：荷の

「

_

壁i

を
以
て
す
る
"

生
産
物
の
憎
値
が
生
產
價
格
に
變
形
す
る
の
は
餐
本
自
由
競 

爭
が
行
は
れ
る
か
ら
に
外
な
ら
ぬ
も
の
で
办

る
が
、

「

土
地
の
.場

合

に
は
、此
事
炉
行
は
れ
ぬ
。
何 

ギ
な
れ
ば
、土
地
.一所
有
權
が
存
在
し
、而
し
て
食
本
的
生
產
は
、そ
の
中
か
ら
發
生
し
た
の
で
な
く 

て
、
其
*«
前

に
夺
在
脊
る

S

所
有
の
翁
提
の

T

に

其
法
涯
を

.開
始
す
る
。
即
ち
土
地
所
有
存 

在
の
-
事
が
間
題
に
答
へ
る

」

の
で
あ
る

H
h
e
o
r
f
e
n

rH1
4
)
。

此
.の
土
地
所
有
權
は
、土
地
所
有 

者
の
爲
め
に
何
等
の
地
代
を
造
り
出
す
も
の
で
は
な
い
。

「

併
し
乍
ら
、そ
れ
は
興
所
荷
者
に
、本 

.來
:0
着
乘
に
投
下
す
る

R
.も
せ

■ょ
、又
.ゆ
難
築
其
他
の
如
き
、他
の
*生
產
諸
目
的
に
充
用
す
る
に 

も
せ
ょ
，兎
に
角
彼
れ
に
一
個
の
餘
剩
を
»
す
が
如
き
土
地
の
利
用
法
を
可
能
な
ら
し
ひ
る
や 

ラ

な
經
濟
_
情
が
發
生
す
る
ま
で
、他
を
し
て

.其
±
地
を
利
用
せ
し
め
ざ
る

M權
能
を
附
與
す
る

』 

の
で
あ
る
。

r

土
地

■.所

f

は
.此
場
合
、朱
耕
の
土
地
、若：し：く
は
從
來
賃
貸
せ
ら
れ
ざ
る
±
地
に
對 

し
て

p

m

を
徵
收
す
る
こ
ざ
、即
ち
塊
代
を
要
求
す
る

.
こ
ど
な
ぐ
し
て
は
、何
等
新
な
る
資
本

9. 

投
下
を
許

^

ぬ
隙
壁
た
る
も
の
で
あ
る
：
：
。

」

±

地
所
有
者
は
資
本
家
に
謂
ふ
で
あ
ら
ぅ

「

仑

第
十
べ
卷
ハ
ー
盼

0
ご

.

論

說

;

略
§

代ミ絕
'

對地
^

f

號：

H

H
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.

.れ
を
出
せ
。
汝
の
，同

)]
a

資
本
：：家

が

爲

し
得
る
唯
，一
の
事
は
、予
ど
競
爭
す
る
こ
が
で
は
な
く
て

-
 

汝
ビ
競
爭
す
る

こどで

あ
る
。
汝
蒞
し
汝
に
依
て
造
、ら
れ
た
餘
剩
勞
働
'̂、資
本
の
法
則
に
ょ 

0

V
汝
に
歸

®

ず
べ

7
き
：餘
剩
绔

«

配
當
分

ビ

の

差
額
ょ
り
も
尠
な
き
餘
_
利
潤
を
軸
附
す
る 

な
ら

ば

、
汝

の
同
Ji
a

資
本
家
が
现
れ

て

、
其
競
爭

は

、
汝
を
し
て
予
が
汝
か
ら
强
奪
し
得
べ
き
全
额 

を
疋
直
に
予

R

支
拂
ふ
こ
ビ
を
餘
儀
な
か
ら
し
め
る
で
あ
ら
ぅ
。

」
(Kapital

日
ゅ2

8
9
、
290, 

295. 

T
h
e
s
i
s

 I
V
2
0
4
)。

®
:

し
地
主

S

資
本
家

S

が
同
一
人
な
る
場
合
に
は
土
地
へ
の
資
本
，投
下
に 

對
す
る
斯
の
如
き
隙
害
は
存
在
し
な
い
。
故
に

M
a
s

は
勞
働
者
ビ
資
本
家
ど
が
別
階
級
を
な 

し

V

相
對
詩
す
る
：

‘や
ぅ
：に
、小
作
農
業
家
{資
本
家

^

地
主
ビ
が
ま
た
同
じ
く
各
々
別
階
級
に
屬 

す
る
ご

ビ

を
資
本
主
義
的
農
業
に
於
け
る
典
型
狀
態
ぐ
し
て
、其
地
代
論
の
前
提
ご
し
て
居

る 

(Kapital, 

m
g 2
00
3
-
4

)

0 

.

I

以
上
の
如
く
、土
地
，所
_有
が

.自
由
競
ー
爭
の
障
害
ビ
な
つ
て

'

種
の
獨
占
狀
態
を
造
り
、而
し
て 

.姑

ら

く

農

產

物

：に
_對
：げ
る
：需
要
.を
與
:、 

も
の
ビ
ず
れ
ば
、農

產

物

の

價

樁

が

其

.生
產 

價
格
：以

上

に

#

ぅ
得
べ
き
は
、論
を
俟
た
ぬ
。

た

-
此
點
に

.關
聯
し
て

M
a
r
x

は
、農
.產
物
が
生 

產
價
格
：以
上
に
騰

」

貴
す
：る

...

こ

t-
は
、必
し
：も
其
價
値
以
上
の
騰
貴
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ

ぞ
，又

其
'根

牴
に
は
邋
業
に
於
て
は
工
業
に
於
け
る

i

り
も
、同
額
の
役
下
資
本
に
對
し
て
特
に 

多
'暈
の
：餘
剩
價
&

0」

產
：出
せ
：、ら
る
、
理

法

の

存

す

る

こ

ビ

.を

指

示

す

る

に

努

め

た

跡

が

親

は

れ
.る
。

.然
ら
ば

.農
：產
物
は
必
す
其
價
値

®

>
に
«

れ
る
か

ビ

ぃ

ふ
ど
、
ぎ
卩
は
需
耍
供
給
ぃ
の

.

.

. 

.

.

.
♦ 

.

. 

■ 

' 

• 

• 

" 

■ 

"
. 

. 

■ 

. 

• 

... 

•
.

關
係

^

絕
對
地
代
が
典
の
全
額
以
下
に
降
り
得
べ
き
乙
ビ
を
處

.々

.に
：明
か
に
認
め
て
居
る
。
 

M
a
r
x

 

に
ょ
れ
ば
，地
代
公
式
は

 

H

) 

A
.
R
.
H
I
.
W
,
―
R
P
.

 

2
) 

D
.
R
,
"
M
.
W
.
-
L
W
.

 

3
)

 

G
.
R
.
=
A
.
R
.
:
f
D
.

 

R
.
;
,
4
y
G
.
R
.
=
M
.
W
.
I
R
R

で
あ
る
が

(

A
.
R
.は
絕
對
地
代
、

I
.
W
.は
個
別
價
値
、即
ち
特
定
の

1 

商
品

'に
含

有

せ

ら

：る

，：

s

t
用

勞

働

.量
?
• P

;

は
生
產

-
«
格
、
b
,
R.丨
は
土
弛
の
肥
瘠
の
別
ょ
り
生 

す
,る
較
楚
地
代

M
.
W
.

 

.土
地
產
物
の
場
合
に
は
規
耕
最
劣
地
等
に
於
て
費
さ
る
る
勞
働
量
に

II
I

り
て
決
せ
ら
る
、
市
場

«

«
、
O
.
W
.
.
は
地
代
總

額
0

T
h
e
o
r
i
e
n 

I
P 4
00
-9
參

看)
M
a
r
x

は
自
ら

• 

. 

. 

, 

• 

. 

■ 

.

.

 

. 

. 

. 

' 

...

.

.

. 

,

農
產
物
が
其
價
値
全
額
を
以
て
賣
れ
ず
、從

•つ
て
公
式

1)
2)
は
其
効
カ
を
失
ふ
こ
ど
あ
る
べ
き 

を
認
め
た
の
で
あ
る
。

■に
從
ベ
ば

「

地
代
が
枭
し
て
價
値
ビ
生
產
價
格
ご
の
全
差
额
に
等 

し
い
か
、又
は
大
な
り
小
な
り

K

1

部
分
の
み
に
等
し
い
か
は
、

一

に
需
要
供
給
の
狀
態
€
新
ぬ 

に
.刺
作
せ
ら
る
ベ
：き
地
域
の
廣
狹
ビ
に

*

て
定
ま
る
こ

X
で
あ
る
。

」
(

w
p
p
£
£
㈠
p

M

VO
い、)

此
外 

猶

ほ

彼

れ

：は

資

本

論

0
:諸
：處
.に
於
ャ

「

農
產
物
が

.其
生
產
價
格
以
上
に
賣
ら
れ
て
、而
か
も
興
價

笫
十
八
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S

論
眺
，
較
蠢

f

®地代
 

軍

雛

S
六
 

値
以
下
に
賣
ら
れ
る
こ

£

從
っ
て

.地
代

' が
價
値
沄

.生
麗
價
格

e

の
全
差
額
に

0

せ
ざ
る
こ

M
 

の「

あ
令

©

べ
き」
を
明
.言

し(a. 

F 0. 

2
9
1
, 

2
9
5
-
6
)

客
其
、餘
剩
價
値
論

」

に
於
て
は
、較
差
地
代
ビ
.の

»]
聯
に
於
て
詳

密

な

る
數
字
的
例
解
：女
試
み
た
後

「

土
地
肥
辭
の
差
あ

〕

る
場
合
に
、此
の
絕
對
地

.

.
ン.
. 
.

.

.
• 

.

代
が
常
に
全
部
支
拂
は

6

、

か
、|

部
：分
客
.拂
は，

.
る
..、
か」

は

寒

實

問

顧

だ

を

の

汽

味

の
' 
言
を

尊 

し
て
居
る
。

(
1
1
,
4
5
)
。

' 
.
:§ 

:

:

此
の

g
自
の

«

對
地
代
論
は
、之
を
前
記

R
o
d
b
e
r
t
u
s

0
絕
對
地
代
論
に
‘對
す
る
ど
同
一
比 

賴
を
ン
以
て
之
を
處
分
す
る
；

#

に
行

•かg
こ
ど
は

'
明
.白
で
あ
る
。

に
對
し
て
は
、吾
人 

は
.幾
：多
の

^

者

^(

而
し
て

g
a
r
x

 

:ど
も

)

共
に
、利

«1
平
均
の
事
が
あ

-れL

ば
、勞

■

費
用
を
，櫻

^I 

ビ

す
る
交
換
は
行
ば
れ
中
、斯
る
交
換
が
行
は
れ
な
け
れ
ば
、絕
對
地
代
も
成
立

.：せ

ざ
る
ベ
•
こ
 

を
術

‘
.摘
し
た
が
、

M
a
r
x

は
土

〗

地
.所
：有
，權
な
る
.隙
壁
を
し
.て
、土

地

U
對
す
る
資
本
の
，流

入

を

«

斷 

«

し

く

は

11
止
せ
し
め
る
己

:^
に
依
つ
て
、一
應
此

.雛

.關

t

m
過
し
て
居
る
か
ら

'で
あ
る

o

斯 

る

e

_
の
存
：す
る
以
上
：は
、當

然

利

S
率

^

平

均

は

，
：
妨

.

げ
ら
れ
、農
：謂
物
は
：久
し
.き
に
耳

0
て
榨 

.在
產
價
雄
以
上
に
，留
ま
る
べ
き

0

で
、此
に
絕
對
地
代
ど
な
る
：べ
き
餘
剩

‘が
發
生
す
る
ふ

」

い
ふ

說
明
は
、

.一

靡
首
肯
し
：得
る
'所
で

'あ
る
。
一
併
し
此
說
に
對
し
て
，直
ち
に
吾
人
の
栺
摘
し
な
け
れ 

ff
な
ら

g

 

V。

ど
.は
^

し
も
斯
く
し
て
絕
對
地
代
が
說
明
せ
ら
る
、
も
の
な
ら
ば
、絕
對
地
代

0 

.成
立
を
：決
宠
す

.る
上
：に、馏

〗

値

.法
則
は
豳
も
用
を
爲
し
て
居
ら
ぬ
，ビ
い
ふ

I

事
で
あ
る
。

';

:向
出
競

#
、從

->
そ
：利

^

^

の̂
：平
均

.办
ゐ
が
爲
め
：農
產
物
が
其
價
値
通
り
に
賣
ら
れ
る
：

i

が 

妨
げ

&

れ
、又
そ
れ

.'

.が

爲

め

に

：

絕
對
地
代
の
成
立
も
妨
げ
ら
れ
る
ご
い
へ
ば
、人
は
此
の
囟
由
競 

银
に
拘
柬
を
加
へ

n

へ
.
.す：れ
ば
、諸
，商
品
は
そ
の
，價
値
通
り
に
賣
賀
せ
ら
れ
、從
つ
て
絕
對
地
代 

の
成
立
も
亦
た
瞭
.明

せ
ら
る

、
も
の
ビ
解
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
斯
く
解
す
る
の
は
、

1
 

:«■品
：：

が

利

潤
5

.
均
：.以
俞
、自

由

娆
爭
以
.前
K

は

、
其
の
勞
働
費
用
に
應
じ
で
相
交
換
せ
ら
れ
て 

ゐ
た
名
の
ビ
斷
隹
す
る
か

ら̂
で

あ

つ
て
、而
し
て
斯

5

斷
定
の
支
持
し
雛
き
こ
せ
は
、前
段

R
o
d
-

 

ffrtus

の
批
評
中
に
，脒
に
論

»
し
た
通

b
l?
あ
る

0.
勞
.働
費
用
說
に
も
せ
ょ
、生
產
費
說
に

も

せ 

ょ
、觅
に

«

独

|{
]

價

値̂:
說

を

維

持

する
ど

は
、抑

も

完
全
な
る
自
由
競

#.
の
行
は
れ
る
處
で
は
、
 

(

假
令
需
要
供
給
，の

)

_

#「

で
此
の
費
用
に

.ー::
'致
せ
ぬ
價
：格

が

成

龙

し

，て
も
、此
の
價
格
ビ
費
用
と 

0:
離
_
.は
、直
，ち

に

供

給

.に
反

11
を
及
ぼ
し
て
、與
び
費
用
ど
價
格
ど
を
一
致
せ
し
む
る
が
如
き 

需
要
供
給
關
係
を
出
现
せ
し
め
な
け
れ
ば
&
ま
ぬ
ご
い
ふ

a

由
に

.
基
づ
い
て
、始

ip
て
爲
し
得 

笫卞八
卷
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較
差
地
代W

絕
對
地
代 

第

十

號

H
八

る
事
で
あ
つ
て
、此
の
自
沿
競
锇
の
前
提
を
除
け
ば
睿
用
燊
働
费
用
に
も
せ
ょ
、生
產
費
に
も
せ 

ょ)W

突
換
，比
率
ど
の
因
粜
連
鎖
は
：絕
た
れ
ざ
る
を
得
な

.
ぃ
の
で
あ
る
。
，費
用
價
値
學
說
を
唱 

へ
る
も
の
が
、通
常
一
切
財
の
偕
値
を
一
様
に
論
せ
ず
、自
由
に
再
生
產
し
得
べ
く
し
て
其
生
產 

に
競
爭
行
は
る
く
も

.のVJ、

然
ら
ざ
，る
も
の
ど
を
鼯
別
し
て
、ニ
種
の
法
則
を
立
て
る
の
は
こ
れ 

が
爲
め
で
あ
る
。
自
由
競
爭
が
全
然
排
除
せ
ら
れ
た
場
合
に
價
格
ビ
費
用
ど
の
連
鑛
が
絕
た 

れ
る
こ
ど
は
，右
記
の
通
ぅ
で
あ
る
が
，生
產
者
侧
：に
獨
占

0
存
す
る
場
合
に
は
、

1

用
.は
た

VT
價 

格
の

(

動
搖
中
心
で
は
な

/、て
其

)

最
低
限
を
定
め
る
丈
け
の
力
を

.有
ず
る
に
止
ま
る
。
而
し
て 

.今
の
場
合

•此
の
所
謂
：盤
，用
：が
價
値
で
な
く
て
、生

產

價

格

な

る

こ

ど

は

明

.で
あ
る

(

生
產
物
の

價
格
が

0

値
以
下
：に
下

.
つ
て
も
、自

®

的
に
其
の
供

.給
を
減
少
せ
し
む

V

き
作
用
は
起
ら
ぬ
か

,
. 

..... 

'
 

.

ら

0
從

0
て
土
地
所
有
に

M
a
r
x

の
謂
ふ
が
：如
き
効
力
が
あ
る
も
の
ど
す
れ
ば
、吾
人
の
言
明
し 

■得

.
♦こ
ビ
は
蹊
產

%

の
價
格

.

.は，興
の

^

上：の
何
れ
か
の
點
に
止
ま
り
、從
つ
て
此
賣 

_價

ヒ

生

產

價

：格
ビ
；
の
.差
額

.が
絕
»
埤

 

す
る

£

い
ふ
こ
ビ
丈
け
で
あ
る
。
而
し
て
此 

の
差

®

が
粜
し
て
幾
許
な
：る
，べ
き
が
は
、典
時
々
に
於
け
る
農
產
%
需
要
と
地
主
の
獨
占
的
位 

獄
の
如
何
な
る
程
度

i

で
：强
固
な
る
：か

e

に
因
つ
て
決
せ
ら
れ
、而
し
て
此
の
需
®
ミ
獨
占
的

i

置
.の
强
弱

ビ

は
、農

I產
：物，の
價
値
に
拘
束
せ
ら
る
、
も
の
で
は
な
い
。
故
に
價
値
法
則
は
絕 

軼

地

代

が

價

傲

芩

生

產

，價
：格
ヒ
の
全
，差
額
：に

達

せ

ざ
る

乙

ど
を
妨
げ
ぬ

 

< 
同

#

に
、そ
れ
が
此 

の
全
差
額
以
上
に
上
る
こ
を

'も
妨
げ

#

な
い
の
で
あ
る
。

は
上
方
引
用
の
如
く
、地
代 

:

價̂
値

S
生
產

(1
«

ど
の
へ
全
差
_

に
達
也
ざ
る

z

，c

あ
る
べ
き
を
諸
處
で
明
に
承

0

し
、絕
對 

地
代
が
果
し
て
：價
値
：

V

生
產
儐
格

-

の
全
差
額
に
等
し
い
か
、又
は
.....其
一
部
分
の
み
に
等 

し
い
か
は
，

「

一
(C
霜
：要
供
給
の
狀
態
ビ
新
た
に
耕
作
せ
ら
る
ベ
き
地
域
の
廣
狹

vJr
に
*
っ
て
定 

..ま
る
ビ
說
明
し

<

居

る

：。:「

併
し
坤

 

代
が
右
の

全
差
額

以
上
に
上
る
こ

S

が
あ 

h
,辱

べ

、
か

ら

ざ.
.る

の
31
由
へ
を
.示

し

て

ば

，
居

ら
' ぬ
。
自
由
競
爭
の
行
は
れ
る
所
で
は
、生
產
物
の 

質
格
が
永
續
的
に

.

.は

.生
產
價
格
以
上

^:
上
t

得
ぬ

S

い
ふ
理
由
は
#
得
に
雛
か
ら
ぬ
が
、此
競 

雙
資
本
の
流
入

)

が
遮
止
せ
ら
れ
た
場
合
：に、馏
格
は
生
產
價
格
以
上
憚
値
ま
で
は
騰
貴
し
得
る 

.

.*$
>
、!

&

,以
上

12.

は
上
り
得
ぬ
ビ
い
ふ

0
由
は
、吾

.人
の
了
解

,/
:

^
し
む
所
で
あ
る
。

M
a
r
x

は
地
主
の
收
得
す
る
絕
對
地
代
額
が
農
產
物
價
俥

e
生
產
價
格
ど
の
全
差
額
に

.達
甘

‘ 

ざ
る
こ
ビ
あ
る
ベ
き
は
、

S§
躇
な
く
認
め
て
居
る
が
、そ
れ
が
等
し
く
此
差
額
以
上
に

も

上
り
得 

ベ
き
こ
ど
は
、容
認
す
る

0

を
好
ま
ぬ
形
迹
が
見
え
る
{例
へ

ば「

3

れ
ば
土
地
生
產
物
が
其
生
章 
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八
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つ
て
制

0

せ

ら
る

.
、
'價
格
を
以
て
賣
ら
れ

る
こ 

.る
：！
§

要
は
、供
給
せ

'ら:

る
'、

生
產
物
の
價
格
如
：何 

4

の

で
*

，る。

斯
め

如

き

例

外

を

ば
、
：

.

.

 

定

を

修

IE
す
る
限 

>
に
於
.て
め
み
資
笨
の
，行
動 

め
る
。
-
價
値
の
生

.產
臞
袼
化
は
、

*:
本
的

&

產

0 

商
品
は
谍
價
値
：で
資

れ
る
 

'の

で
あ
る
。

R

依
つ

顧十
，f 

四0 

. 

^:

こ

ど

を

證

明

す

.る 

を

舰

す

る

を

俟

っ

.て 

し
，
て
、
絕

對

地

代

は

價
 

るM
a
r
x

に
取
つ 

に
騰
貴
し
得

 ̂

行
は
れ

5

小
.島 

狀
態
の
み
に
依 

て
此
の
支
拂
能
力

 ̂

と

m

園
ご
を
興

CC
す
る 

競t
r

が
滴
品
價
姐
の
決 

I

I
其
競
爭

^—

-
K 

0響

し
、又

之

を

.麻
娵
せ
し 

進
化
の
一
結
M

に
外
な

&

ぬ
。
本
來
は
平
均

± 

値
か
ら
の
離
隔
が
、濃
業
に
於
て
は
土
地
所
街

f

A

卷

(

一四

C

八)

論訛較盖地

f

.

g

對
地
代

W

格
以
上

に
，賣

；
令

れ

：：
る

_
;
實

-1
±
、宋：だ
：決

^

:て
淇
償

«

以
上
に
も
賣
&
れ 

名

の
で
は
な
い

」

。Kapital
m
,

 

2
9
0
。

こ
れ
は
濃
產
物
が
價
値
法
則
の
支
：配 

始
め
て
絕
對
雄
代

:0
成
立
す
る
こ

ビ
を
認
め
ん

S

す
る

's
s
r
d
oに
反
對 

.値

：独

測

を

傷

け

る
t

ど
な
く
し
：て
：成
立
し
得
べ
き
；
こ
ど
を

論

燈

せ
ん

ビ

; ^

は
、已
ひ
を
得
ざ
，る
所
：で
あ
も

>

フ。

〉

或
處
で
，

3

は
、農
產
物
が
其
偕
値

:

. 

’

...

%

理
由
ゼ

..見
：る
べ
き
も

0
.

を
擧
_
げ
て
，左

.の
如
く
說
い
て
居
る
。

「

穀
物
賀 

上
紅
於
て
は
、穀
，物

.
は
無
條
件
：で

*

占
惯
格
、即
ち
需
要

(

支
拂
能
力
め

.石
®

起
如
め
：：4

得
る
.:而
む 

に
由
つ

.て
、大
に
興
量 

土
地
所
有
は
、»
本
の

此
の
'倜

.て

妨

げ

ら

れ

る

の

で
-^
るO

J
(Theorien “

12 

111)0.

■

1

1

併

し

益

にs
a
r
x

が
、商
品
の
交
換
は
'.利

潤

卒

均

0-
爲
め
始
め
て
價
値
か
ら
離
隔
ず
る
に
至

P 

た
も
の
、
や
ぅ
に
說
く
こ

W

が
、稗
論
的
に
も
歷

史

的
に
も
承
認
し
難
い

こ

€
は
、前
に
再
三
說 

!!
)
]し
た
通
り
で
あ
る
。

.
商

，品
；
が

興

偾

値

通

レ

に

交

換

3
れ
る
ビ
い
ふ
場
合
が
兎
に
角
あ
り
得 

る
も
の

メ
す
れ
ば

7'
ぐ
：れ

：は

當

難

利_

.

Q平
均
を
も
命
む
自

to
競
爭
の
.前
提
の
下
に
於
て
で
な 

.け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
：

M
a
r
x

自
身

H

幾
多
の
機
會
に
價
値
法
.則
の
行
は
れ
ん
が
爲
め
の
條
仲
で
し 

§

.

由
競

#
:

を
：.

擧
げ
て
ゐ
一
る
:0

而
か
も
今

^

で
は
、此
自

ii
l
競

#

が
土
地
所
有
の
爲
め
に
妨
害 

さ

れ

る

の

を

俟

つ

，て
、
^
め
て
本
來
の
價
値
法
則
が
行
は
れ
る

^

い
ふ
の
で
あ
る
。

.
(

穴)

-
. 

,

:

以
上
論
ず
る
所
を
以
て
觀

_れ
ば
、抑

^

絕

»
_地
代
を
說
明
す
る

'も
の
は
、農
產
物
に
對
す
る
需 

要
^

?1
供
給
ビ
の
師
係
で
あ
る
が
、此
の
供
給
が
地
主
の
獨
占

.^

.
侬

'6
>
て
■
制
せ
ら
れ
て
ゐ
る 

©

ィ

で

あ

名

：
か

も

、
地

：
代
へ
は
»

^

黯
製
ビ

:±
地
獅
占
に
中
て
決
せ
ら
れ
る
ご
い
ふ
事
に
歸
着
す

■る
。

斯
ぐ
考
へ
來
れ
ば
、土
地
獨
占
の
，

|
事
を

3

へ
承
認
す
れ
ば
、地
代
額
は
農
業
に
於
て
產
出
せ
ら

. 

—

.

...

.........

...........

.

..

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

石

\
憤
.値
額
に
は
支
配
せ
ら
れ
ぬ
も
の
ど
謂
は
な
く
で
は
な
る

^

い
。：

：一

商
品
に
對
す
る
需 

耍
は

?L
'%
其
生
澈
に
耍
す
る
可
變
資
本

^J.

不
變
資
本
ビ
ぐ
の
割
合
如
何
を

M

m
す
る
ふ
の
で
は 

:
第
十
八
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四
エ 

な

い

。
\

從
つ
，て
農
業
資
本
の
有
機
的
組
成
が
變
つ
て
も
、農
產
物
に
對
す
る
需
要
は
必
し
も
を 

れ
が
爲
め
に
變
動
す
る
も
の
で
は
な
い
。
而
し
て
土
地
所
有
が
箕
本
拱
下
に
對
し
て
制
，限
た 

る

i

は
依
然
舊
の
如
く
で
あ
る

S
す
れ
ば

#

働
に
依
つ
て
農
槳

±

に
產

.出
せ
ら
る
、
餘
剩
價 

:

値
：の
增
減
如
何〗
に
ド
拘
&:〔

ず
、農

產

物

賣

價

が

ら

.出
費

e
平
均
利

.潤
，ざ
を
控
除
し
た
跡
に
猶
ほ
依 

然
ビ
し
て
地
代
た
る
べ

&

餘
剩

•か
殘
る
場
合
の
可
能
な
る
は
、充
分
考
へ
得
ベ
き
と
で
あ
る
。

間
題
は
凡
て
需
耍
ヒ
獨
占
の
程
度
如
何

.ビ
，に由
つ
て
決
せ
ら
る
.べ
き
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て 

『

農
業
資
本
の
平
均
組
成
へ
が

ft
會
的
平
均
資
本
の

.組
成

S
同
一
な
る

か
、又
は
そ
れ
ょ
り
も
高
か 

つ
た
な
，、らば
、

絕
對」

地
代
^

—

帔

差

時

代

ビ

も
，本
來
の
獨
占
價
格
に
基
づ
く
地
代

k

も
興
な
る 

地
代
は

-—
-

消
滅
.す
る
で
あ
ら
ぅ

/Ka
p
^
a

一
 

日2 
2
900
}
ど
い
ふ

M
a
r
x

の
言
は
、之
を
成
る
限
定
せ

5

• 

. 

....

 

.

. 

'一'
.... 

...

: 

- 
.

. 

. 

- 

.

.
r
 

.

れ
£

味
に
解
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

即
ち
地
主
の
地

^

要
零
が
成
功
す
る
ど
否
ど
は
、需
要
，
 

で
其

»

占
的
位
辱
の

®:
弱
：を

に

曲

て

決：

せ

ら

る

、
も

の
で
、資
本
の
有
機
的
龃
成
如
何
に
由
つ 

て
左
右
せ
ら
る

 

> 
も
の

.で
は
な
い
。

(
B
o
r
t
k
f
e
w
i
c
z

の
.
謂
ば
く
、

「

絕
對
地
代
の
大
小
は
、全
く
原 

始
：的
價
値
法
則
：に
_

(

由
：て
は
：定
.め
ら
れ
ず
、從

つ

て
農
業
資
本
の
有
.機
的
組
成
■が
比
較
的
低
位
に 

あ
る

i

は
全
く
其
成
立
若
し
く
ば
存
績
の
必
耍
條
件
を
な
す
も
の
で
は
な
い

」

气

4
2
6
)

た

V

斯
く
し
て
地
主
に
鈉
付
せ
ら
る
、
地
代
額
が
農
藓
物
の
價
値
ヒ
生
齑
價
袼
ビ
の
佥
差
額
に
一 

致
す
る
こ

k

は
、そ
の
全
差
額
を
超
過
す
る
場
合
ビ
こ
れ
に
滿
た
ざ
る
揚
合
ビ
俱
に
均
し
く
可 

能
で
、あ
る
ご
い
ふ

.に
過
ぎ
ぬ
。
此
意
味
に
於
て

M

値
法
則
ど
抵
觸
す
る
こ
ど
な
く
し
て
絕
對 

地
代
の
成
立
す
る
こ
ビ
が
可
能
で
あ

.る

I

ふ
乙
ビ
は
出
來
る
が
、

K

I
。
の
場
合
に
物
の
自 

.#
價
：格
が
.其
市
，場
價
狢
を
支
配
し
て
、究

局

之

：れ
：を

已

れ

ビ

一

致

せ

し

む

る

力

を

有

す

る
ビ
同 

.樣
の
意
味
に
於
て
、慣
値
が
：農
產

.物
：價
格
：を
支
配

.し
、現
實
の
地
代
が
價
値
ど
生
產
價
格
ビ
の
差 

額
を
超
過
す
る
場
合
に
は

.之
を
引
下
げ
、此
に
及
ば
ざ
る
時
は
之
を
引
上
げ
る
ビ
い
ふ
作
用
は 

行
は
れ

な
い

の
で
あ
る
一
拙
稿

r

地
代
論
に
於
け
る
マ
，
ク
ス
ご
ロ
ォ
ド

バ

\

ト
ス

」

瓦
六
|
六
〇 

頁

0

從
つ
て

M
a
r
x

の
絕
對
地
代
論
は
、

J

ク
•。肖
贫

R
o
d
b
e
r
t
u
s

の
如
く
婆
用
價

«

論
推
究
の
必

0 

的
結
論

V

し
て

.到
達
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、

R
o
d
b
e
r
t
s

の
當
然
陷
つ
た
困
難
を
避
け
ん 

が
爲
め
、土
地
所
有

S

い
ふ
謂
は

c

cu
s
s ex

 

m
a
c
h
i
n
a

を
か

h

來
つ
た
も
の

^

ビ
も
評
す
る
こ 

ビ
が
出
來
や
ぅ
。
己
れ
は
直
ち

U

 

M
a
r
x

の
地
代
論
全
體
の
當
否
其
卷
を
決
定
す
る
こ
ど
に 

は
な
ら
ぬ
。
た

 

< 
彼
れ
の
價
値
法
則
は
、地
主

.の
收
得
す
る
絕
對
地
代
額
を
&
定
し
将
ず
父
說 

明
し
得
ざ
る
こ
ど
を
謂
ふ
に
過
ぎ
な
い
の
で
お
る
。
斯
く

.云
ふ

Z
く
は
又
畢
竟

-
t用
價
値
論

笫

十

八

卷(

！
徊ニ

；}

論

m

.

微

差

她

.代

と

猢

對

地

^

第

十

锶 

f

一



:! ;
;

'
解
十
八
怨 

 ̂- 
0
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雛匿
 

の
{交
換
比
率
法
則

V

し
て
の

)

行
は
れ
：る範
圍
內
に
於
て
ょ
く
吏
持
せ
ら
れ
得
る
も
の
は
た
く 

s
c
a
r
d
o

の
較
差
地

〕

代
論
あ
る

.の
み

^

ビ

い
ふ

.こ

S

に
歸
着

す

る
。

.
: 

(

七)

;
.
.
.

最
後
代
論
ず
ベ
き
は
、地
代
ビ
價
袼

€

の
_

係
に
«
す
る

^

1 

:

の
說
で
あ
る
。

M
a
r
x

がRicar 

d
o

に
反
對
し
て
、地
代
は
®
辂
を
騰
貴
せ
し
め
る
こ
€
を
丰
張
す
る
こ
ビ
は
、其
の

.前
’記Engels 

宛
て
書
節
に
も
、又

■資
本
論
、餘
剩
價
値
論
へ
の
諸

'處
に
：も
見
^
て
居
る
。

こ
れ
は

H

が
、土
地 

に
對
す
る

.資
本
投
下
に

*

し
，て
は
何
：等
の
障
害
な
■き
も
の
ど
し
て
立
論
し
て
居
る
の
に
對

し
、 

M
a
r
x

は
*地
主
は
其
土
地
を
無
借
で
他
入
の
姐
用
に
委
す
る
も
の
で
な
く
從
つ
て
農
產
物
の
價 

格
が
滕
赀
し
て
普
®
利
澗
以
上
若
干
の
餘
剩
を
生
妒
る
に
菜
名
迄
農
業
家
は
其
資
本
を
土
地 

に

投
下
す
る
こ
，

^
,を
'許
3

れg

も
の

w
し
て
立
論
'す
る
所
か
ら
、即
ち

s
c
a
r
d
o

の
地
代
は
農
產 

物

^
其
自
然
價
格
に
賣
れ
る
場
合
に
成
立
す
る

」
も
の
で
あ
る
の
に
、

M
a
r
x

の
絕
對
地
代
は
.、農產 

:

物
が
& ;

然
價
格

(

生
«

_

格

)

以
.上
の
賣

M

を
奴
得
す
，る
場
合
に
始
め
て
成
立
す
る
も
の
た
る

0? 

か
ら
當
然
起
る
相
違
で
あ
る
。

 

、

.:

さ
ズ
；R

o-a
r
d
o

が
地
代
は
僧
格
を
騰
貴
せ
し
め
ぬ

€

い
ふ
根
據
は
何
處
に
ぁ
る
か
ビ
ぃ
へ
ば
、

.そ
れ
は
云
ふ
迄
も
な
く
、煨
後
に
餅
さ
れ
た

.る
土
地
、若
し
く
は
最
後
に
土
地
に
投
下
せ
ら
れ
た 

資
本
は
織

.に
利
：潤
の

.み
を
生
じ
て
、何
等
の
地
代
を
生
發

.ず
#
し
て
穀
物
價
格
は
此
の
資
本
最 

終
部
、分

に

於

け

る
生

產
费

.に
_
て
決
せ
ら
れ

る
..

ど

い
ふ
ー
事
に
存
ず
る
の
で
あ
る

o

然
ら
ば 

M
a
r
x

の

場

合

に

は

、
土
：
地
ー
に

.投
下
せ
ら
，、れた
資
本
は
そ
の
如
何
な
る
部
分
：も
必
す
利
潤
以
上
の 

か
き
い
へ

:•
!

レ
も

|

::
:

|

-ぃ
:.
'
.°

何
故
一
ビ
い
ふ

^
 

!

が

!

o

.ミ
違 

:為
所

«.
、彼
れ
，が
，土
地
所
有
な
る

「

障
'駿J

が
農
業
べ

：

の
資
本
の
流
入
を
妨
セ
べ

き

ニ

ビ

を
認
め
て 

@

るT
.

點
に
存
す
る
の
で
あ
る

.

.が，此
障

.壁

^.
新
な
'る
土
地
の
耕
作

^
對
す
る
隊
害
に
は
な

0. 

で
も
、腕
に
耕
作
せ
ら
れ
て

"居

^'
:
±
地

^.
對
じ
紫
ね
て
資
本
を
投
下
す

^

こ
€
に
對
し
て
改
何

等
の
拘
束
ミ
な

^;
得
ベ
き
も

v

の
で
は
：な
い
。
.：此

事

はM
a
v
x

自
身
も
承
認
し
て
、地
主
が
一
度
土

.

.

:
.
、
.
：
- 

: 

. 

.

地
使
用
の
許
可
を
爽
へ
た
後
に
於
て
、は
、最
毕
ー

.定
の
：±
地
に
對
す
る
資
本
投
下
の
分
量
範
圍 

に
就
い
て
何
.等

0
絕

»

的
制
限
を
加
へ
る
こ
く
は
出
來
ぬ
。
例
へ
ば
家
：屋
建
築
に
就
い
て
云 

へ
ぼ
、家
.屋

の

®

築

せ

ら

る
.

ベ
き
土
地
が
‘他
人
の
所
有
に
屬
す
る
ど
い
ふ
こ
亡
は
、建
築
に
對
す 

る
制
限

e

な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

一

度
土
地
が
賃
貨
せ
ら
れ
た
上
は
、其
±
地
に
幾
何
の
資
本 

^

役
じ
て

M

階
の
家
を
建
て
る

.か
は
、一
に
借
地
人
の
意
思
：に

‘
*
て
決
す
る
こ
ビ

で
.、土
地
所
有 

.
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は
之
に
對
す
る
制
限
ヒ
な
る
も
の
で
な
い
こ
€
を

I
K
(
K
a
‘p
i
t
a
I

日
2
 

2
9
s
)

又「

小
作
人
が
賃
皆 

し

た

土

地

に

於

，て
は
、彼
れ
如
ち
資
'本
家
が
小
；作
契
約
に
由
て
事
實
上
地
主
た
る
期
間
は
、土
地 

.
r
-有

は

獨

立

の
.
；抵

抗

要

素

ア

し

て

存

在

す

る

、

の

で

は

な

い
」*！u

い

つ

て(
H
h
e
o
H
S

r1
1
4
)

居 

る
の
：で
あ
る
。

即

ち

酿

に

！

度

賃

借

せ

ら

.れ
た
土
地
に
就
い
て
は
、事
情
は

R
i
c
a
r
d
o

が
假
想
し 

た
も
の

.、匕
異
な
る
所
が
な
い
の
で
あ
る
。
從
つ
て
此
等
の
土
地
に
就
い
て
云
へ
ば
、農
產
物
の 

價
袼
：ヒ

其

生

產

價

格

ど

：の
.
_間
に
開
き
が
存
す
る
限
り
、土
地
に
對
す
る
.資
本
の
投
入
は
繼
嚷
せ 

.ら
れ
、終
に
最
後
に
投
せ
ら
れ
た
資
本
が
出
費
を
償
ふ
外
に
僅
に
普
通
利
潤
を
收
め
る
に
過
ぎ 

ぬ
點
に
至
つ
て
始
め
て
巳
ひ
で
あ

ら

ぅ

o

即
ち
最
後
に
土
地
に
投
せ
ら
れ
た
資
本
は
、普
通
利 

潤
以

上
何
等
の
餘
剩
を
生
せ
ざ
る
ベ
;き
替
で
あ

る

o

此
»

に

於

て

が

「

何
等
の
地
代
を
生 

發

ぬ
資
本
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ

』

ど
云
っ
た

(Kapital IIIU 

2
9
7
)

の
は
不
充
分
で
、最
後

に

投
下
せ
、
b 

^

た
資
本
は
當
然
地
代
を
生

^

ざ
る
：べ
き
'喾
だ
ビ
爾
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

斯
く
叙
ベ
來
れ
ば
，

M
a
r
x

ビR
i
c
a
r
d
o

ど
の
相
違
は
消
滅
す
る
か
に
思
ば
れ

る

が
、
I

X

は
明 

に
を
れ
を
拒

‘否
し
て
居

.■る
。
を
れ
は

s
c
a
r
d
o

の
說
く
所
に
從
へ
ば
、斯
く
地
代
を
生
せ
ぬ
資
本 

投
下
か

fe
'

る
の

' で
る
れ

•よ
.-C

N

も
有
利
な
る
資
本
投
下
に
地
代
が
生
ず
る
の
だ
か
ら
、地
代
は
明

に
結
架
で

.あ
る

:が
、麥
ロ
は
土
地
所
有
、從
つ
て
地
代
要
求
の
障
壁

.
が
あ
る
の
で
農
爺
物
.が
騰
貴 

し
、農

*
/物
が
騰
貴
：す
る
の
で
更
に

t
e耕
地
に

■

ね
て
資
本
を
役
下
す
る

ビ
.
い
ふ
こ
ど
が
行
は 

れ
る
ヒ

.
い
ふ
の
で
あ
る
。
茬
し
新
な
る
土
地
の
耕
作
に
對
し
て
土
地
所
有
の
障
壁
が
な
か
つ 

た
な
ら
ば
、其
土

*

が
：耕
作
せ

ら

れ
て
、農
產
物
の
價
格
騰
貴
は
同
乜
程
度
に
及
ば
す
し
て

EL
み
、
 

«

つ
て
蝕
耕
地
に
；地
代
を
注
じ
な
ぐ
な
る
迄
累
ね
て
資
本
を
投
下
す
る
こ
ビ
は
、假
令
闾
じ
く 

行
は
一
れ
る
ビ
し
て
も
、右
の
‘程
度
ま
で
に
は
到
ら
ず
し
て
已
ん
だ
喾
だ

AJ.

い
ふ
の
で
あ
る
。

(「

此 

:#
件
な
く
ば

S

劣

^
地

^

#

#

.が、地
代
要
求
：の
爲
め
遽
產
物
市
價
が
一
箄
程
度
に
達
す
ま
で 

は
^

は
れ
得
ぬ
キ

S

ふ
條
件

〕

其
耕
作
は
ょ
り
低
き
價
格
に
於
て
始
ま
づ
た
で
あ
ら
ぅ
0
而
し 

て
地
代
を
生
せ

す

し
て
普
通
：利
潤
の
み
を
生
す
る
爲
め
に
，高
§
市
場
價
格
を
必
要
ご
す
る
彼 

の
舊
.小
作
地
に
於
け
る
後
の
資
本
投
下
は
行
は
れ
ず
し
て
終
つ
た
で
あ
ら
ぅ

」

。

IIL

!

“

'

(

<

>

 

.

み

：

：

：

ン

.

.

地
代

ビ
價
袼
ビ
の

W

係
に

.

就
い
て
ぎ
ロ
ビ

R
i

c
a

r
d

o

 

€

の
說
く
所
が
畢
竟
同
一
に
歸
着
す 

る
か
假
令
同
一
な
ち
：ぬ
迄

b
其
相
違
が
極
め
て
小
な
る
こ
ビ
を
主

.

張
し
て

^

- g
a

。
を
辯
證
す 
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0論

魏

.
較
兹
地
..代
と
絍
對
聯
代 

?
歡 

掛八
 

.る
も
の
：

‘
は

、

B
o
r
t
k
i
e
l
c
z

で
あ
る
。.彼
れ
の
謂
ふ
所
を
聽
け

ば

、*

劣
等
地
が
生
ず
る
絕
對
地
代
は 

M
.
竟
.
s
c
a
r
d

,o
:
の
較
差
地
代
說
を
以
て
說
叨
し

#

べ
き
も
の
、
や
ぅ
で
あ
る
。
即
ち

S
c
a
r
d
o

に 

從
へ
ば
、

®

考
等

_

例
へ
ば

Z

挫
が
地
代
を
生
す
る
の
は
、此
土
地
に
役
せ
ら
れ
た
資
本
が
、ま

耕 

饅

良

地

の

何

れ

か

：に
^

ね
て
投
下
せ
ら
れ
介
砀
へ
ば
夂
地
に
第
二
次
に
投
下
せ
ら
れ

S

本 

ょ

I
、ょ

5
.多
.
.く：の

.

.收
益
：を

if
ら
す

■.場
合
に

¥'
め
t
起

6

得
る
こ

^J.

で
.
あ
つ
て
、

|1
1
し
て
.̂
代 

額
.は
此
の
南
收
益
の
差
額
に
山
て
決
せ
ら
れ
る

4

い
：ふ
の
で
あ
な
。

其
.？

冒

S

立
場
に 

歸
つ
て
見

を
に
、此

の

*
劣
等
地

2

主
が
此
の
兩
收
翁
の
龚
額
以
上
の
地
代
を
要
求
す
れ
ば
、
 

農
業
資
本
は
無
論
此
土
地
を
避
け
て
乂
地

(:
役
卞

せ

ら

る

、
方
を
-櫸
ぶ
に

違

a
な
い
。
典

® 

で
莕
し

2

地
々

.主
の
卩
的
が
土
地
の
耕
作
を
妨
げ
る
こ
ビ
其
_
體
に
あ

6 '

な
ら

ば

、»

0

此
M

.

.

:
. 

.

.

.

.

.
 

- 

I 

.

額
以
上
の
地
代
を
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
，ぬ

.

が
^

し
其
目
的
は
地
代
を
收
得
す
る

.
事
に
.あ
つ
 

て
、幾
許
の
地
代
も
皆
無
に
姑
勝
る
ど
爲
す
も
の

^:
、b.
ぼ
、其：要
求
は
之
を
此
差
額
以
下

R
if
c

め 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
處
で

Z

地
々
主
の

®-
求
の
爲
め
此
土
地
が
練
作
か
ら
撕
除
せ
ら
る

> 

b

の
ビ
す
れ
ば

.

^
に
«

、然
ら

_
ざ
る
に
於
て
は
、

Z

地
の
地
代
は
依
然
較
差

地

代

た
る
を
失
は
中
、
 

從
つ
て
此
要
求
は
舞
產
物
の
價
格
を
騰
貴
せ

t

む
る
も
の
で
は
な

.
い
。
こ
れ
が

Bortkiewfcz, 

0

/
T
M
n 

i
f
f
v
B
i
f

論

‘の
大
略

•，で
あ
る

o (427-433)0 

.

併
し
此
の

s
c
a
r
d
o

辯

»

は
、前

R

§1

が
特
に
指

〕

摘
し
た
點
を
顧

.み
て
ゐ
な
い
。

M
a
r
x

は
此 

I

に
Z

地
々
主
の
地
代
を
耍
求
す
る
と
が

S

れ
ば
父
地
に
對
す
る
第
二
次
の
資
本
？
 

.は
行
.は
れ

i
t
.
し
て
，終

0

^
.
:
T'
.あ
ら
ぅ
ど

S

.ふ

.

.の
で
あ
る

。
.
.©
し
て

fr
る
.
^
..t
の
下
：

^

て
.ょ
、

..

......

A
........................................................

. 

..

.

M
a
r
x

 :

の
言

0

.至
當
な
る

i

を
®

め
ざ
名
を
将
な
い
。
即

I s
c
a
r
d
o
,

の
場
^

に

於

け

る

が

Ja
ぐ
、
 

•
Z、地
'
_の
：地
主
が
賛
本
の
流
入
.を
全
然
無
條

#

で
許

-容
す
る
場
合
に
は
，農
產
物
の
價
纟
格
は
*
座 

産
.價
格
に
歸
齊
す
ベ

.為
喾
で
あ
る
が
，若

し

地

主

が

地

代

^

喪
求
し
、而

し

..て
を
の
要
求
額
が
上 

:
記
兩
.收
益
の
差
に
，，滿
た
ざ
る
：場
合
に
は
、又

地

に

第

r*
一
次
：の
資
本
投
下
が
行
は
れ
る

i

は
な
い 

が
ら
、此

場

，合
に
は
傲
後
に
投
卞
せ
.、ら
れ
s

 
f

亦
た
普
通
利
潤
以
上
の
收
益
を
擧
げ
、從

0
. 

七

s
c
a
r
d
o

の
所
說
ビ

' 
一
致
せ
ぬ
事
態
が

'出
現
す
る
道
理
で
あ
る
。
次
い
で

2

地
々
主
の
耍
求 

が
上
能
差
额

€
同
等
藉
し
く
は
其
以

±

に
上
れ
ば
、双
に

X

地
に
對
す
る
第
二
次
資
本
投
下
が 

促

S

れ
、此
資
本
は
柯
等
地
代
ご
な
る
べ

§

餘
剩
を
魔
出
せ
ぬ
の
で
あ
る
か
ら

'

見s
c
a
r
d
o
.

の 

所
說
，は
之
に
適

<
2

す
る
か
の
や
ぅ
で
あ
る
が
、此
場

A

n
x地
に
第
二
の
資
本
分
量
が
投
卞
さ
れ 

る
の
は

^

®
の
地
虛
が
沿
の
楚
额

4?
し
く
は
典
以
上
の
地
代
を
鈉
附
し
な
け
れ
ば

.、其
土
地

0 
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論

說

較

差

地

代

と

絕

對

地

代

 

第
十
號
 

五
o 

耕

作

を

肯

ん

せ

ぬ

，か

ら

で

あ

つ
て
#

しg

主
.、が
此
媒
求
を
放
棄
す
る
か
”又
は
削
減
す
る
場
合 

に
は
、
>
<地
に
對
す
る
第
二
次
の
資
本
投

'1
'
は
：行
は
れ
ず
し
て
已
ん
だ
昝
な
の
で
あ
る
。

R
i

c
a

r
d

o

 

は
斯
る
場
合
を

«

像
し
て
辱
彡

.ぬ
。：

/S
程
父
地
に

.對する第こ

.次
資
本
投
下
が
行
は
れ
、

㈣

時 

K

Z

地
が
地
代
を

4 -

ず
る
場
合
に
就
て
は

s
c

a
r

d
o

も
之
を
論
じ
て
居
る
。
併
し

R
i

c
a

r
d

o

は
Z
 

地
令
主
の
地
代
要
求
の
爲
.め

X

地

に

第

，.ニ

資

本

が

投
下
せ
ら
る
、
場
合
を
想
像
し
て
居
ら
ぬ

“ 

從
つ
て

^
o-
p

a

o
の
場
合
に
；は

Z

地
令
主
が
其
要
求
を
放
棄
す
る
ど
否
ヒ
に
拘
ら
ず
、現
在
の

' 0 

要
を
滿
た
す
爲
め
に
は
、必

t'
x

地
に
第
二
次
の
資
本
が
投
下
せ
ら
れ
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
0
從 

つ
て
ヱ
|地
々
主
の

.要

.求
：の

'有
無
大
小
：に
由
つ
て
、農
產
物
價
格
は
毫
も
影
響
を
受
け
な
い
の

で 

あ
る
。
此

®

R

於
け
る

M
a

r
x

の
說

W

 

R
i

c
a

r
d

o

の
說
ビ
は
明
に
同

1

.で
な
い
。

s
c

a
r

d
o

の
地 

代
說

•が
此
の
起
り
得
ベ
き
場
合
を

I說
明
し
得
な
い

の

は
、
確
に
一
其
缺
陷
k

謂
は
な
く
て
は
な
ら
一
 

ぬ
。

の
辯
譏
は
未
だ
人
を
首
靑
せ
し
む
る
に
は
足
ら
ぬ

.の
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
费
用
價
値
法
則
か
ら
演
釋
し
て
絕
對
地
代
の
成
其
を
說
明
し
ょ
ぅ

ざ
.
レ

 ̂

试
み
は
、

R
o
d
b
e
r
t
u
s

の
も

M
a
r
x

の
も
俱
に
成
功
し

て

居
ら
ぬ
。

r
o
d
b
e
r
t
u
s

の
場
合
に

は
、其

說

は
'W

ろ
何
故
に
絕
對
地
代
の

.成
立
し

-得
.ベ 

'か
‘ 

& 

■
ざ
る
か
を

'明
に
す
る

.の

.用
を
爲
し

v

 

®
 

.
る
。
 

M
a
r
x

の
揚
合
に
は
允
說
明

R

由
て
菩
々
は
、

®

宠
地
代
以
外
の
或
地

<
 

•
か
成

*

し
得
べ
き
こ

S 

を
認
め
る
こ
ビ
が
出
來
る
。

.併
し
吾
々

.か
そ
れ
を
認
め
得
る
の
は
、土
地
獨
占
に
ょ
る
も
の
で 

あ
つ
て
、價
値
法
則
：

;̂
ょ
る
も

.の
で
は
な
い
。

'惯
値
法

.則
か
ら
演
釋
せ
ら
れ
た
結

f

し

て
支 

持
し
得
べ
き
も
の
に
は

^

V
 R

i
c
a
r
d
p

の
較
差
地
代
說
が
あ
る
許
り
で
あ
る
。
た

^

此

31
論
に 

は

紐

競

：爭
の
制
.限「

せ
：&
:
る 

>
:

場
合
を
說

_

し
得
ぬ
缺
陷
が
あ
る
。
併
し

m

曲
競
^
の
行
は 

れ
ぬ
所
は
、即
ち
費
用
價
値
法
則
の
行
は
れ
ぬ
所
で
あ
る
。
從
つ
て

R
.
c
a
a
o

の
地
代
說
の
缺
陷 

を
得
ふ
こ
ど
は
、費
用
價
値
說
の
領
域
外
に
於
て

.せ
ら
る

.ベ

.3

も
の
だ

5
謂
.は
な
く
て
は
な
る 

咬
い
。

R
i
c
a
r
d
o

の
®
値
論
を
以

V
:

出
.發
す
れ

'ば
，論
理
上
'必
中
絕
對
地
代
說
に
到
達
せ
ね
ば
な 

ら
：；
ね

V

い
ふ

R
o
d
b
e
r
t
u
s

の
批
評
の
！

I
.

は
れ
な

_

己
ざ
は
、前
に
述
べ
た
。

M
a
r
x

が
諸
所
で

s
c
a
r
d
o

 

'は
：價
：
.値

V
J

生
，產
價
格
ヒ

'を
浪
同
す
る

'
の
過
に
陷

：

つ
た
ビ
評
す
る
の
も
亦
同
じ
く
當

o
て
居
ら 

.:̂
^
0*
良

0
の
說
明
に
不
，充
分

0:
慽
み
は
あ
る
が
、彼
れ
が
當
然
，債値一

'勞

働

*
用
ぞ
注
產
價
格 

(

自
然
偾
格

)

ビ
を
區
別
し
た
も
の
ヒ
解
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ど
は
予
の

K

三
戰
明
を
就
み
々
通

P 

で
あ
る
。

(

完)

附
記
地
代
の

®

格

| :

對
す
る
影
戳

«:

就
い

•
，
て
は
高
見
蜇
雄
君
の
注
意
に
出
つ
て
益
を
得
^
と式
 

が
勘
く
打
い
。

效
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記
し
て
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謝
の
惹
な
表
す
る
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